
















A Research in the Attitude of a university for training students to be Judo Therapist
― Freshman in 2013 ―
キーワード：柔道整復師，大学，専門学校，国家試験，アスレティックトレーナー
Abstract：There are a technical school and a university in a Judo Therapist training school．The 
university education is the tenth year whereas technical school education is the 60th year．As 
for the education career of the university， it is shorter than a technical school．The university 
attendance at school is longer than a technical school for one year．Furthermore， the university 
can acquire an attached qualification．Thus， it is no use even if the university education performs 
reference of technical school education．Therefore it was intended that the future university 
education took the result of the research in the attitude of the university student of the Judo 
Therapist training school．
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宝塚医療大学 保健医療学部 柔道整復学科 （平成27年国家試験受験予定）
中国地方　（２校）
環太平洋大学 体育学部 健康科学科 （平成28年国家試験受験予定）









































































所属した （％） 58 （97） 34 （57） 31 （52）
所属しなかった （％） 2 （3） 26 （43） 29 （48）
計　（％） 60（100） 60（100） 60（100）
表４　大学での資格取得希望状況
コース 前期 後期 コース移動
A（％） 23 （38） 29 （48）
Bコースから3人移動
Cコースから3人移動
B（％） 28 （47） 25 （41） Aコースへ3人移動
C（％） 10 （16） 4 （7）
Aコースへ3人移動
Dコースへ3人移動































































希望している （％） 30 （50）
実家が接骨院である （％） 　 2（3）
実家が接骨院でない （％） 　 28 （47）
希望していない （％） 6 （10）
実家が接骨院である （％） 0 （0）
実家が接骨院でない （％） 6 （10）














希望している （％） 48 （80）
希望していない （％） 2 （3）
わからない （％） 10 （17）
計 60 （100）
表11　大学院進学を希望している人数（人）
人　数
進学したい（％） 0（0）
進学したくない（％） 46（77）
わからない（％） 14（23）
計（％） 60（100）
270
る。 
　②　柔道整復師について
　平成22年12月末日時点で柔整師の人数は73,150人で
ある。そのうち接骨院に勤務している柔整師は50,480
人（69％）で，院長をしている（開業している）柔整
師は37,997（52％）である。（厚生労働省ホームペー
ジ2013）このように，柔整師は接骨院で働くための資
格であるといえる。健康科学科の学生は，接骨院の通
院経験者が多く（82％），卒業後すぐに接骨院に勤務
したい者が最も多かった（38人）が，最終的な接骨院
の開業を希望していないまたはわからない者が多かっ
た（計50％）。これは，健康科学科の学生の実家が接
骨院である学生の数が少ない（3％）ことと併せて，
接骨院の勤務が開業の準備であることを理解していな
い学生が多いと考える。専門学校生は柔整師資格の特
性を理解しているため，接骨院に勤務しながら柔整師
取得を目指している学生が多く，最終的な開業の準備
をしている。大学生は入学時には接骨院で勤務をした
いと考えるが，在学中に接骨院勤務の大変さを見聞き
するにつれて病院や診療所に終身雇用を希望するよう
に変わる印象がある（廣瀬2009）。大学での教育は知
識を与えるだけではなく，卒業後の勤務方法について
も教える必要があると考える。
　大学の卒業必修単位は124単位である。国試受験の
ためには大学卒業見込みが必要なため，まずは，卒業
のための教育が必要となっている。卒業必修単位の
中でも国家試験に出題される科目は教養科目等と比較
して単位取得が難しくなっている。それらの科目の単
位は１年次に22単位，２年次に22単位，3年次に31単
位，４年次に０単位取得しなければならない。下級生
（１，２年次）の時に単位取得の困難さを実感すると柔
整師取得自体をあきらめてしまうことが考えられる。
柔整師取得のためには下級生時の教育が重要であると
考える。具体的にはノートの作成方法や暗記の方法な
ど勉強方法についても教える必要があると考える。
　③トレーナーについて
　健康科学科にAT取得希望で入学してきた学生
（16％）は高校時代に運動部に所属をしており，ス
ポーツでの傷害経験があり，トレーナーの業務を見た
ことがあって，スポーツ選手の治療をしたいと考えて
いた。体育学部ではない柔整師養成大学では高校時代
および大学時代に運動部に所属をしないがATを取得
したいとの希望を持っている学生がいることがある。
トレーナー業務の対象者はスポーツ選手である。その
スポーツ選手と良好なコミュニケーションをとるため
には自身が競技スポーツをしていたという経験が有利
に働く。そのため，健康科学科で柔整師とATの同時
取得の可能性は他大学より高くなると考える。
　④　大学院について
　大学では希望をすれば専門学校より１年長い在学期
間を利用して研究を経験することができる。学校の講
義や実技の授業では臨床で問題を解決する能力を養う
ことは難しい。そこで，大学院に進学をして研究活動
を通して問題解決能力を養うことは無駄ではないと考
える。高校を卒業してから現役で大学に進学し，４年
間で卒業して直接修士課程に進学して２年間で修了し
た場合，24歳である。24歳の柔整師は一般的に若いほ
うである。たとえ修士課程で研究業績が残せなかった
としても24歳からの臨床経験でも30歳前後で開業をす
ることができる。今後，健康科学科の学生の卒業後の
選択肢の１つになっていく可能性があると考える。
結論
１．環太平洋大学では体育学部の特徴を生かすことで
柔道整復師取得のための教育環境を整えることが
できる。
２．大学では柔道整復師以外の資格取得をすることが
できることによって，専門学校と違う能力を向上
することができる。
3．今後も継続してアンケート調査を行っていき，大
学教育向上につなげる必要がある。
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